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資料８ 

６月２５日（月） 於：ワシントンD.C. 
  ・FEMA（米国連邦危機管理庁） 
  ・NWS（National Weather Service：米国気象局） 
６月２６日（火） 於：オクラホマ州ノーマン市 
  ・オクラホマ大学 
６月２７日（水） 於：オクラホマ州ノーマン市 
    ・NOAAのStorm Prediction Center（SPC、ストーム予報センター） 
    ・Norman Weather Forecast Office（ノーマン地方気象台） 
  ・Weather Decision Technologies社（現地民間気象事業者） 
  ・KFOR-TV（現地報道機関） 
６月２８日（木） 於：オクラホマ州オクラホマシティ 
  ・オクラホマ州政府危機管理局 
  ・Warning Decision Training Branch（警報決定研修センター） 
  ・National Severe Storms Laboratory（NSSL、国立シビアストーム研究所） 
６月２９日（金） 於： オクラホマ州ノーマン市、ミズーリ州ジョプリン市 
  ・NWS レーダーオペレーションセンター 
  ・NSSLのフェーズドアレイレーダー視察 
  ・ジョプリン市役所 



竜巻に関する予報・警報の情報体系  （NOAA/NWS、SPC、WFO[気象台]) 
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• 現在の情報体系 

ストーム予報センター（SPC）発表 

– Outlooks  １～８日先のシビアストーム発生確率
等を予測。 

– Discussions Watchの数時間前に予測の科学的
根拠を説明。 

– Watch 数時間前に竜巻の発生を予測。 

気象台（WFO）発表 

– Warning（竜巻警報） 数分～数十分前、まさに今

竜巻が発生しそう、あるいは発生している場合に
発表。 
 

• 竜巻警報（ Warning ）について 

– Storm Based Warning 警報対象領域を絞り込む
手法。ポリゴン（多角形）を設定。 

– Impact Based Warning どのような被害が見込ま

れるかを伝えることで切迫度を想像しやすくし、積
極的な避難行動に結び付けることを目指し業務実
験中。 
 



米国のスポッター制度 
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概要 
– 全国で29万人以上。18歳以上で、シビアウェザーに関するトレー

ニングを受け、地域の気象台に登録されている。無償のボランテ
ィア。消防士、警察官、危機管理担当者、アマチュア無線等の登
録が多い。 
 

竜巻警報との関係 
– 予報官は、シビアウェザーの状況（メソサイクロンやフックエコー

や大気環境等）を監視すると共に、スポッターの通報情報も加え
て、総合的に判断し、竜巻警報を発表している。 

– 信頼度の高いスポッター情報は優先的に使う。 
 
研修 

– スポッターの通報情報の品質維持のために、地方気象台が毎年
研修を行っている。 



米国現業レーダー網のアップデート 
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◆NEXRAD（WSR-88D）は、1990年
代に米国で166台展開されたドップ

ラーレーダー網。米国に多いスー
パーセル内の渦（メソサイクロン）
を検知できることから、竜巻警報
の精度の向上に貢献した。 
 

◆現在、11年9月～13年4月まで

の計画で二重偏波レーダー化が
進行中（約1/3、左図の緑丸）。 

 二重偏波のメリットのひとつに竜
巻飛散物検出も挙げられており、
夜間等に目視できない場合に、そ
の代わりになる場合がある。 

NEXRAD遠景 
（ノーマン市） 
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